
 資料８ ｐ１ 

【地球温暖化に関する震災後の企業（事業所）の 
意識・行動調査に関する調査結果（概要）】 

【地球温暖化に関する震災後の企業（事業者）の 
意識・行動調査に関する調査結果（概要）】 

１ 趣旨 

２ 調査の方法 

３ 調査結果の概要 

◎ 計画停電や夏場の電力不足を経験して、変化が現れていると考えられる事業者の意 
  識・行動を把握する。 

①方法 平成２４年６月２７日 アンケート用紙を郵送で配付⇒郵送で返送 
②対象 原油換算で1,500kl以上のエネルギーを単独の事業所で使用している企業 
③配布 ６３３事業所に配布 
④回答 ３８８事業所から回答（回収率６１．３％）（H24.11.30現在） 

○ 計画停電や節電の取組を経た現在の温室効果ガス排出量削減の取組に対する考え方につい 
 ての意見など、大きく６項目について質問。 
 

① 東日本大震災後の計画停電、昨夏の節電に対応した取組が経営に与えた影響 
  ・ 「社員の省エネ意識が高まった」と回答した企業が３／４以上で最も多かった。 
  ・ 「省エネに取り組む体制が強化できた」などのプラス意見も５割超あった。 
  ・ 一方、「生産ｼﾌﾄや輪番休業等で業務の効率が低下した」などのﾏｲﾅｽ意見も３割前後あった。 
 

  ⇒ 各社が様々な工夫で電力不足を乗り越えたが、随所に負担がかかっていた実態がわかった。 
 

② ＰＰＳ（特定規模電気事業者）の利用状況や意向 
  ・ 「今のところ利用する予定はない」が２／３を占めた。 
  ・ 一方「既に利用している」と「利用するかどうか検討している」が合わせて２割以上となった。 
  ・ また、需要増で電力供給できない、コストメリットが出ない等、利用したくてもできないケースが 
   多いことも判明した。 
 

③ 自家発電設備の導入状況や意向 
  ・ 「既に導入している」が５６％で「今後導入する予定がある」を加えると６割の企業が設置する 
   可能性がある。 
  ・ 「導入するかどうか検討している」回答も１０％近くあり、設置は更に増える可能性がある。 
 

  ⇒ 自家発電機は、災害時に備え非常用に設置する、又はしたい企業が多いことがわかった。 
 

④ 東日本大震災後の計画停電、昨夏の節電が温室効果ガス排出量の取組に与えた影響 
  ・ ９７％の企業が排出量削減の取組に積極的に取り組んでいることが分かった。 
 

  ⇒ 排出量削減と節電・省エネ（コスト削減）の取組とで共通部分が多いことが推測される。 
 

⑤ 計画停電、節電の取組を経た温室効果ガス排出量削減取組の考え方 
  ・ 「エネルギー使用量の削減は排出量削減の目標達成にもなる」「排出量の削減は企業の社会 
   的責任を果たせる」と考え、削減に取り組むがいずれも７割前後になった。 
 

⑥ 地球温暖化対策計画書制度と目標設定型排出量取引制度が経営に与えた影響 
  ・ 「書類の作成が煩雑で時間が割かれた」が最も多かった。 
  ・ 次に「社員の省エネ意識が向上した」「排出量削減に取り組む体制が強化できた」が多かった。 
  ・ また、「設備投資の費用が増加した」と「設備の運用改善や省エネ型設備への転換が進み、コ 
   ストが削減できた」が２割前後あった。 
 
 

１ 趣旨 

２ 調査の方法 

３ 調査結果の概要 

◎ 計画停電や夏場の電力不足を経験して、変化が現れていると考えられる事業者の意 
  識・行動を把握する。 

①方法 平成２４年６月２７日 アンケート用紙を郵送で配付⇒郵送で返送 
②対象 ⅰ法人全体で原油換算1,500kl以上のエネルギーを使用している企業 
      ⅱ任意で地球温暖化対策計画書を提出している企業 
③配布 ２９３社に配布 
④回答 ２０７社から回答（回収率７０.６％）（H24.11.30現在） 

○ 計画停電や節電の取組を経た現在の温室効果ガス排出量削減の取組に対する考え方につい 
 ての意見など、大きく４項目について質問。 
 
① 東日本大震災後の計画停電、昨夏の節電に対応した取組が経営に与えた影響 
  ・ 「社員の省エネ意識が高まった」と回答した企業が８割以上で最も多かった。 
  ・ 次に「省エネが進み、電気代、燃料費等コスト削減につながった」「省エネに取り組む体制が強 
   化できた」が６割超で多かった。 
  ・ 「顧客ｻｰﾋﾞｽが低下した」「業務の効率が低下した」等のﾏｲﾅｽ意見は比較的少なかった。 
    ただし生産ｼﾌﾄで人件費が上昇、看板消灯のため夜間売上が低下したなどの意見もあった。 
 
② 東日本大震災後の計画停電、節電が温室効果ガス排出量削減の取組に与えた影響 
  ・ 「以前から対策に取り組んでおり、震災後の計画停電、節電をきっかけに一層取り組むように 
   なった」と回答した企業が５５％で最も多かった。 
  ・ 「以前から対策に積極的に取り組んでおり、震災後の計画停電、節電後も同じように取り組ん 
   でいる」と回答した企業も１／３を超えた。 
 
③ 計画停電、節電の取組を経た温室効果ガス排出量削減の取組に対する考え方 
  ・ 「エネルギー使用量の削減は排出量削減の目標達成にもなると考え、削減に取り組む」とした 
   回答が３／４近くで最も多かった。 
  ・ 排出量の削減は「企業の社会的責任（ＣＳＲ）と考え、削減に取り組む」、取組が「社員の省エ 
   ネ意識の向上につながると考え、削減に取り組む」も６割超で多かった。 
 

  ⇒ 義務達成（排出量削減）、責任を果たす、意識向上など、実利的なメリット以外の要素のため 
    に削減に取り組むとした企業が多かった。 
  
④ 地球温暖化対策計画書制度が経営に与えた影響 
  ・ 「社員の省エネに対する意識が向上した」が７割弱で最も多かった。 
  ・ 次に「温室効果ガス排出量の削減に取り組む体制が強化できた」も５割弱となった。 
 

  ⇒ 計画制度のプラス面を評価している意見が比較的多かった。一方で、「書類の作成が煩雑で 
    時間が割かれた」とする意見も３割あった。 
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１ 趣旨 

２ 調査の方法 

◎ 地球温暖化に関する震災後の県民の意識・行動調査を実施し、ストップ温暖化・埼玉ナ
ビゲーション2050の見直しの際に、施策間の優先順位を判断する材料として活用する。 

①調査地域 埼玉県内６市（川越市、川口市、所沢市、加須市、本庄市、三郷市） 
②調査対象 満２０歳以上の男女個人 
③標本数  ３，０００（上記６市から５００ずつ） 
④抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 
⑤調査方法 郵送による書類調査 
⑥調査時期 平成２４年７～９月 

３ 回収結果 

①標本数    ３，０００   ②有効回収数   ９０９ 
③調査不能数 ２，０９１   ④有効回収率 ３０．３％ 
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【平成２４年度 地球温暖化に関する震災後の県民の意識・行動調査（概要）】 

４ 主な質問項目 

①省エネの取組状況、②ＬＥＤ照明の導入意向、③省エネ家電の導入意向、 
④高効率給湯器の導入意向、⑤建物の断熱化の意向、 
⑥グリーンエネルギー自動車の導入意向、⑦太陽光発電の導入意向 
⑧エアコン買い換えタイミングの考え、⑨住宅の断熱化のタイミングの考え、 
⑩地球温暖化対策の考え、⑪省エネへの関心、⑫節電・省エネ意識の変化、 
⑬温暖化対策で取り組むべき対策の考え、⑭夜型生活の考え 

【省エネの取組や省エネ型の製品・設備の利用状況等について】 

52.3% 

92.0% 

56.0% 

57.0% 

47.1% 

34.7% 

34.5% 

56.5% 

76.6% 

4.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

テレビなど家電製品を使わないときは、主電源を切ったり、コンセント

からプラグを抜く 

不要な照明はこまめに消す 

冷暖房温度を夏は28℃、冬は20℃を目安に設定する 

冷蔵庫に物を詰めすぎないことやドアの開閉に注意する 

風呂の残り湯を洗濯に使う 

外出時に極力自動車に乗らないで、徒歩、自転車、公共交通機関を

利用する 

ふんわりアクセルなど、エコドライブを実践する 

買い物の際にレジ袋を断り、マイバックを使う 

紙類や飲料容器などのリサイクルに協力する 

その他 

Ｇ１：省エネの取組について、現在取り組んでいるもの（複数回答）n= 909 

39.4% 

52.7% 

3.9% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ２：ＬＥＤ照明n=909 

44.8% 

45.5% 

4.0% 

1.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ５：省ｴﾈﾙｷﾞｰ性能の高いｴｱｺﾝ、冷蔵庫、ﾃﾚﾋﾞn= 909 

18.2% 

42.0% 

21.1% 

9.4% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ９：効率の高い給湯器（ｴｺｷｭｰﾄ､ｴｺｼﾞｮｰｽﾞ等）n=909 
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25.3% 

41.1% 

19.5% 

4.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ１３：建物の断熱化（二重ｶﾞﾗｽ､断熱壁等）n=909 

8.3% 

55.0% 

22.2% 

2.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ１７：ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車（EV､HV､CNG車）n=909 

5.1% 

3.6% 

14.1% 

35.9% 

14.9% 

20.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

既に設置している 

設置費用を一括で払ってでも今後設置し

たい 

設置費用を分割払いできるなら今後設置

したい 

自ら設置するのは難しいので、別の形で普

及に貢献したい 

自ら設置することにも、別の形で普及に貢

献することにも興味はない 

よくわからない 

Ｇ２０：家庭での太陽光発電の利用についての考えn=909    

30.7% 

34.4% 

15.3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

割高でも太陽光で発電した電気を買う（電力を消費

者が選べるようになった場合） 

自宅の屋根を太陽光発電をする事業者に貸し出す 

太陽光発電事業を行うファンド(基金)や事業会社に

投資する 

Ｇ２４：自ら設置しないが普及に貢献したい人の考えn=326 

22.2% 

67.1% 

55.1% 

21.3% 

51.7% 

2.4% 

4.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 

設置費用が高くても元が取れるから 

温暖化対策に役立つから 

災害時等停電したときにも利用できるから 

新築・改築など導入のための良いタイミングがあるから 

購入の補助や発電した電気を買い取る制度があるから 

電話による勧誘や訪問販売を受けたから 

その他 

Ｇ２７：設備を設置した又は今後設置したい理由（複数回答）n=207 

59.2% 

37.7% 

13.0% 

34.3% 

31.9% 

12.8% 

6.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

値段が高いから 

維持や廃棄の費用や手間が心配だから 

発電能力に不安があるから 

新築・改築などの導入のための良いタイミン

グがないから 

借家・集合住宅で導入が困難だから 

日当たりや屋根に問題があり導入が困難だ

から 

その他 

Ｇ２９：自ら設置が難しい又は興味のない理由（複数回答）n=461 
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【地球温暖化問題やエネルギー使用量に対するお考えについて】 

29.7% 

24.8% 

5.2% 

11.2% 

17.6% 

3.2% 

4.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 

家を新築するとき（断熱化されている住宅を購入する場合を含む） 

耐震補強、設備の老朽化、バリアフリー化等に対応して家の増改築

やリフォームをするとき 

温暖化対策のために必要と感じたとき 

断熱化されていなくても、現在の居住環境に満足しているので、改修

の予定はない 

借家や集合住宅に住んでいるため、断熱化はできない 

自分の住まいが断熱化されているかどうか知らないので、判断できな

い 

その他 

Ｇ３８：どのタイミングで住宅を断熱化するかn=909 

17.2% 

30.4% 

27.0% 

14.2% 

1.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 

製品価格にかかわらず省エネ性能の高い製品を購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分がもっとはっきりわかるようにな

れば、購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分で製品の価格差が回収できるな

ら購入する 

省エネ性能のことは特段考慮しない 

その他 

Ｇ３４：エアコンはどの場合に省エネ型製品を選ぶかn=909 

55.7% 

23.1% 

12.2% 

5.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

機器が故障するまで買い換えない 

機器が故障していなくても、機器を長期間十分に使用したら買い換え

る 

機器を長期間十分に使用していなくても、新しい機器について知り、買

換えにメリットを感じたら買い換える 

機器を使わない、借家に住んでいる等の理由で、買い換える必要がな

い 

Ｇ３１：どのタイミングでエアコンを買い換えるかn=909 

34.1% 

10.0% 

42.6% 

4.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

断熱化の費用が光熱費の節約分で10年程度で回収できれば断熱化す

る 

断熱化の費用が光熱費の節約分で居住期間（例：20年以上）内に回収

できれば断熱化する 

温暖化対策になる、結露が防げる、健康によいなどの効果があれば、

断熱化費用の光熱費の節約分による回収期間の長さにかかわらず、

断熱化する 

その他 

Ｇ４１：住宅の断熱化をする条件n=542 

12.2% 

57.6% 

17.6% 

4.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 

4点（地球温暖化への関心が非常に高い） 

3点（地球温暖化への関心が高い） 

2点（地球温暖化への関心が低い） 

1点（地球温暖化への関心が非常に低い） 

Ｇ４３：地球温暖化の考え方に対する態度n=909 

21.9% 

54.2% 

11.2% 

2.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

非常にそう思う 

どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない 

まったくそう思わない 

Ｇ４４：私の行動が地球温暖化防止につながるn=909 
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10.7% 

42.0% 

24.0% 

9.1% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

非常にそう思う 

どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない 

まったくそう思わない 

Ｇ４５：私の地球温暖化への影響は非常に小さいn=909 

9.0% 

37.7% 

25.7% 

12.8% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

非常にそう思う 

どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない 

まったくそう思わない 

Ｇ４６：温暖化防止のため何をしていいかわからないn=909 

関心はない, 6.2% 

関心はある, 86.7% 

不明, 
7.2% 

Ｇ４７：自宅のエネルギー使用量を減らすことの関心n=909 

関心はない, 6.2% 

検針票等で電気やガス等

の使用量や支払金額を毎

月確認している, 56.1% 

毎月確認はしていないが、

おおよその電気やガス等

の使用量や支払金額は

知っている, 25.6% 

電気やガス等の使用量や

支払金額についてはよく分

からない, 4.1% 

不明計, 8.0% 

Ｇ４８：全体の中での減らすことに関心があると答えた人の状況n=909 

9.1% 

14.4% 

40.8% 

27.3% 

44.6% 

29.6% 

14.4% 

2.3% 

11.3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 

必要な情報を提出すると、家庭のエネルギー使用量とその削減方法を教えてくれる面接による

専門家のアドバイス 

家庭を訪問して使用中の機器を点検し、買換えのメリット、デメリットを教えてくれる専門家のアド

バイス 

必要な情報を入力すると、家庭のエネルギー使用量とその削減方法が分かるホームページ 

機器の情報を入力すると、機器の買換えによる省エネ効果が計算できるホームページ 

不要な照明を消すなど、省エネの取組ごとにエネルギー使用量の削減効果とメリット(節約分は

何円等)がわかりやすく示されているチェックリスト 

時間帯別、利用機器別のきめ細かいエネルギー消費量をわかりやすく提供してくれる機器 

買換えによるエネルギー使用量の削減分を担保に購入費用を融資する制度 

その他 

特に利用してみたいものはない 

Ｇ４９：ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の削減のため、利用してみたいｻｰﾋﾞｽや機器（複数回答）n=909 

45.7% 

17.6% 

29.0% 

1.8% 

1.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

以前から意識していたが、昨春の計画停電等を受けてより一層意識するよ

うになった 

以前から意識していたので、昨春の計画停電等に関わらず意識はあまり変

わらない 

以前は意識していなかったが、昨春の計画停電等を受けて意識するように

なった 

以前から意識しておらず、昨春の計画停電等を受けても変わらず意識して

いない 

その他 

Ｇ５２：計画停電等で節電や省エネ意識は変わったかn=909 
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41.9% 

50.5% 

27.3% 

23.3% 

31.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

高温に耐えられる農作物の品種の育成や高温障害を軽減する栽培技

術の開発 

台風の強大化や、豪雨等を想定した堤防の整備や橋梁の強化 

防災に関する情報の提供や防災訓練の実施 

熱中症や光化学オキシダントに関する注意情報の提供 

野生生物や植物の保護 

Ｇ５４：温暖化対策として取り組むべき対策で重要なもの（複数回答）n=909 

6.2% 

20.2% 

34.1% 

34.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

夜型である 

どちらかと言えば夜型に近い 

どちらかと言えば朝型に近い 

朝型である 

Ｇ５７：あなたの生活は夜型かn=909 

7.1% 

60.8% 

3.8% 

21.3% 

6.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

見直す必要はないと思うし、生活を変えることは難しい 

見直す必要はあると思うが、生活を変えることは難しい 

見直す必要はないと思うが、生活を変えることは難しくな

い 

見直す必要はあると思うし、生活を変えることも難しくない 

どちらとも言えない 

Ｇ６０：夜型生活の見直しについての考えn=240（分母：生活が夜型と回答した人） 

①川越

市, 155, 
17% 

②川口

市, 158, 
17% 

③本庄

市, 133, 
15% 

④三郷

市, 128, 
14% 

⑤所沢

市, 169, 
19% 

⑥加須

市, 166, 
18% 

回答者の地域別内訳n=909 

男性 
355 

39.1% 女性 
464 

51.0% 

不明 
90 

9.9% 

回答者の性別内訳n=909 
２０代, 65, 

7% 
３０代, 

132, 14% 

４０代, 

115, 13% 

５０代, 

145, 16% 

６０代, 

242, 27% 

７０歳以

上, 172, 

19% 

不明, 38, 

4% 

回答者の年代別内訳n=909 

持家（一戸

建）, 617, 

68% 

持家（マン

ションなど

の分譲住

宅）, 109, 

12% 

借家（マン

ション、ア

パート、一

戸建、社

宅、寮）, 

136, 15% 

その他, 

15, 2% 不明, 32, 

3% 

回答者の住まい別内訳n=909 

17.9% 

6.6% 

1.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 

生活を変えることは難しい 

生活を変えることは難しくない 

どちらとも言えない 

Ｇ６１：夜型生活の見直しについての考えn=909（分母：全回答者数） 


